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■施設見学をご希望の方がいらっしゃいましたら、こちらからお申込みください！→ http://chantere.jp/contact/

■介護スタッフの業務負担を軽減して、「働きやすさ」につながる仕組みを構築しています。
リュエル・シャンテールの施設形態は「サービス付き高齢者住宅」で、介護サービスは
「訪問介護」として行っています。当施設には最大で72名の方にご入居頂いていますが、
介護スタッフは入居者様の居室（ご自宅）に訪問して、お一人おひとりにあった介護を
1対1で行います。
訪問介護を円滑に行うために、IT（システム）の導入を進めているのも当施設の特徴の一つです。
介護スタッフは、1人1台タブレット（スマートフォン）端末を所持して業務を行います。
タブレット端末でその日の介護スケジュール・サービス内容を把握したり、入居者様の居室
の扉に取り付けているICタグと各スタッフに割り当てたICタグを読み取ることで、
訪問介護記録をシステム上で一括管理が出来る仕組みになっています。
以前は訪問介護の記録書類を手書きで記載していましたが、システムを導入したことにより、
その手間が省けて介護スタッフの負担を大幅に軽減することができました。
また、入居者様ごとの特記事項等も、直接タブレットに打ち込むことができます。
今後も新しいことを積極的に取り入れながら、スタッフの働きやすさにつながる仕組みや、
職場環境を構築していきます！

施設の様子②
（みんなで楽しく♪編）

様々な職種のスタッフを積極採用中★採用HPは右記をチェック→http://chantere.jp/
『リュエル・シャンテール』では、施設見学を随時受け付けています！

施設の様子①
（やるときはやる！編）

■介護スキルを向上させる、個別研修を行っています！

当施設では、毎月フロア毎に集合型
の研修を行っていますが、2月は
さらに内容を掘り下げて、「移乗」
に関する個別研修を実施しました。
業務マニュアルに基づいた座学研修
に加えて、スタッフ同士の実技研修
を実施。
その後、実際に入居者様の移乗を
行う様子を確認し、必要に応じて
指導・助言をしました。
移乗研修以外にも、介護スキルの
向上につながる様々な研修を、
積極的に開催していきます！

IT（システム）の導入により、業務負担を軽減！

春の訪れを感じる行事 目白押し！
■『節分』に『ひな祭り』と、春の訪れを感じる行事を入居者様と一緒に楽しみました♪

リュエル・シャンテールでは、季節の移り変わりを実感できる行事を大切にしています。『節分』では、鬼に扮したスタッフが入居者様の所を
回りました。中には鬼のお面を被って、スタッフと一緒にイベントを盛り上げてくださる入居者様も！
ひな祭りでは、7段飾りの雛人形を1階エントランスに飾り付けました。3月3日のお食事は、松花堂弁当、甘酒、雛菓子をご提供。その後、
雛人形の前で入居者様お一人づつ写真撮影をしました。笑顔溢れる楽しい思い出を、この春もまた一つ、皆で積み重ねました♪

■休憩時間はお菓子とコーヒーでホッと一息♪

休憩時間を“楽しく““美味しく”
過ごせるように、施設1階の
パントリーにはスタッフ向けの
「オフィスグリコ」を設置して
います♪
お菓子好きのスタッフが多く、
コミュニケーションのきっかけ
にもなっています。
スタッフのリクエストに応えて、
最近ではコーヒーマシーンも導入
しました。
休憩をしっかり取って、さらに
それを楽しい時間にすることで、
「良い仕事」につなげています♪▲甘いものはチョコレートやキャラメル、

しょっぱいものではポテトチップスが人気！

▲入居者様も、鬼のお面を被って写真撮影！ ▲松花堂弁当に舌鼓♪入居者様に大好評でした！ ▲エントランスには、華やかな雛人形を飾り付けました。

▲スタッフ全員の介護スキル向上を目指して、
教育・研修も充実させています！


